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千葉市長作公民館 〒262-0044 花見川区長作町１７２２－１  電話 258-1919 FAX 286-6449 Email nagasaku@ｃｃｌｌｆ.jp 

令和４年

５月春号 

 

７月 号 

 

長作公民館だより 
 

 
はじめに                            

新たな季節の中、新年度を迎えました。心を新たに長作公民館の運営に努めてまいりたいと

思っております。 

昨年、一昨年とコロナウイルスの蔓延により、皆様には思い通りの活用が出来なかったこと、

大変心苦しく思っております。日常生活の中で、各種の規制が緩和されようとしているとはい

え、まだ一人ひとりがコロナウイルスに対する感染防止の意識を持ち、日々の中で実行してい

くことが重要です。 

 一日も早く新型コロナウイルスの感染が収束し、皆様に気軽にご利用していただける、その

日まで、感染防止対策に努めて参りますので、当館をご利用の際には、引き続き感染防止対策

にご協力くださるようご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 

感染拡大防止のために利用制限があります（詳細は、お問い合わせ下さい） 
〇来館前の検温、マスクの着用をお願いします。 

〇各部屋の利用人数は、定員の 1/2（会議室１２人、講堂 20 人、和室 10 人）以下で     

お願いします。なお、調理室の利用は、当面の間、休止させていただきます。 

〇飲食、近距離での会話・発声・高唱、身体の接触が伴う活動については、当面の間、    

お断りさせていただきます。 

  ※5月現在の利用制限です。今後規制の変更等は逐次お知らせしてまいります。 

 
新しい体制になりました 

 

さて、新年度を迎え、職員の異動がありました。 

 令和４年度公民館職員を紹介します 

館     長  村 上      功  図書非常勤 久 保  麻 里 

主     事 彦 坂     徹  図書非常勤 宍 倉  正 美 

図書担当主事 新任 高 橋     毅   図書非常勤 田 口  美 子 

事務非常勤 木 下  貴 子  図書非常勤 新任 佐 橋  静 穂 

 

  ・地域の皆様が、図書室をご利用頂き易いように整えて参ります。 

    お寄りの際は、図書室の本をどうぞご覧下さい。   （高橋） 

         ・子供達にも沢山の本に出会ってもらえるよう、楽しい図書室作り 

          に努めて参ります。                （佐橋） 
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今後の長作公民館主催講座（予定） 

講 座 名 日 時 

対 象 

申 込 方 法 定 員 

料 金 

ながさく寄せ植え教室 

    ～タネから育てる～ 

６月２１日（火） 

１０：００～１２：００ 

成人 
６月２日（木）から 

電話 または 来館 
１５人 

1000円 

親子ゆかた着付け教室 
６月２５日（土） 

１０：００～１２：００  

小学生 
６月２日（木）から 

電話 または 来館 
先着４人 

無料 

ガス管をリサイクルして 

「万華鏡」を作ろう！ 

７月２１日（木） 

１０：００～１１：００ 

小学生 
７月３日（日）から 

電話 または 来館 
先着１０人 

無料 

夏休み 

甲冑着付け体験教室 

８月２１日（日） 

１３：００～１５：００ 

小学生 
８月２日（火）から 

電話 または 来館 
先着５人 

無料 

※  新型コロナウイルス感染拡大防止のため、変更や中止となる場合があります。 

～ 長作・今昔ものがたり（その３） ～  

長作公民館の裏庭には、以前タヌキが徘徊していたらしい痕跡があったのです 

が、俗に狸親父と呼ばれた天下人・徳川家康も、現在公民館のある場所を訪ね 

た事のある一人でした。今を遡る事、慶長１９年（１６１４）１月８日、完成 

したばかりの御成街道を東金に向かう途中の家康一行は、ここ長作の地で鷹狩 

りを実施。その折に恐らく長作城も警備所として改修・再利用されたと思われ 

ますが、一行は当時５ｍほどの塚に浅間社を祀った浅間山（現在の「長作町」 

バス停付近）で昼食を取った後、街道下で後片付けを行ったとの事で、その場 

所は後に「飯後塚」と呼ばれるようになりました（現在の長作公民館のある場 

所です）。 

徳川家康のような歴史上の大人物が、１００人余の一行（狩装束の近習、鷹匠、 

僧侶、侍医、豪商、学者、側室、侍女など）を引き連れて、長作の地を訪れて 

いた事自体も驚きですが、ここが鷹狩りの地として選ばれた事も、それだけ当 

時の長作が自然豊かな場所だったからとも言えるでしょう。当時の獲物がどん 

な物であったのか（その後の東金での鷹狩りの獲物は、鶴、雁、鴨など）、想像 

してみるのも楽しいものです（次号に続く）。 

 

                【おまけメモ】  公民館近くのカルガモ親子 

                 皇居（江戸城）への引っ越しが懐かしいカルガモ 

一家ですが、カルガモ自体は狩猟対象の野鳥にな 

っていて、毎年２０万羽以上が捕獲されるそうです。 

 

 

 


